





















































































































同）は bānjī，同病者は njè-bānjī という（Chata et 
al 20152-1-1）。
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　ンバンディ語でハンセン病は burma や ngiba と






　WHO の目標は 2005 年に達成されている。現在
の様子はわからないが，ピグミーと呼ばれる人び
とにおいてはハンセン病が高率だったようである

























アラ語で mulo_ ngó_ という（Helmlinger 19722-3-1）。ま
たヤウンデの北の地域で話されるエトン語では
zǎm（van de Velde n.d.2-3-2），ファン語では nzˆam
（Galley 19642-3-3）というようであるが，この二つ
は同じものであろう。
　WHO の目標は 1998 年に達成されている。ただ





















































la Santé et de la Population, République du Congo 
20172-6-1）， 援 助 団 体 の 発 表（Ordre de Malte 
France 20172-6-2）， 新 聞 記 事（Douniama 20182-6-3）


















　ハンセン病は，コンゴ語で wâzi, bwâzi（Dereau 
19572-7-1），リンガラ語で mabanji（Stapleton 19142-7-2），
maba（Gbotokuma 20162-7-3）， ル バ 語 で nsudì, 

















説にグレアム・グリーンの A Burnt-Out Case（『燃
え尽きた人間』）がある。











ンセン病はルワンダ語で ibi-bēmbe という（Cox 
et al2-8-1）。




































よれば，まずカナダ合同教会（United Church of 
Canada）の宣教医師 W. S. Gilchrist が 1930 年代に
ビエ（Bie）のカムンドンゴ（Camundongo）に診
療所を開設（Gilchrist 19382-10-2）。またドンディ宣





Hospital 20112-10-3）。こうした 1950 年代のいくつか


















養村があるという（それぞれ 2003 年，2006 年時











と い う。 ま た ロ ジ 語 で は mbingwa と い う が，
newa-ya-bulozi，mulilo-wa-nyambe という言い回し




く カ バ ー す る ），chibashi（ 斑 紋 が 一 つ の み ），
mamombo（ 皮 膚 の 肥 厚 ），mapumba（ 結 節 ），
mavovela や matutulu（皮疹），kaswandala（斑紋









の は mbumba yaluzong’a ま た は mbumba yachula




う。イラ語では chinsenda というが，mndilo wa 
Leza という言い回しもあり，これは「神（Leza）
の火」という意だという（Smith & Dale 19202-11-8）。
探検家リビングストーン（1813-1873）の Missionary 





そして Liwoyo（2011）2-11-11，Kapara et al（2012）2-11-12
が参考になろう。大まかに言えば，ハンセン病対
策は，19 世紀後半からのいくつものキリスト教宣
教 団 に よ る 活 動（ た と え ば ロ ン ド ン 宣 教 会
London Missionary Society は 1893 年，イエズス
会 は 1909 年， 南 ア フ リ カ 総 合 宣 教 団 South 





と に な る。 そ の 間，BELRA（British Empire 
Leprosy Relief Association）また LEPRA（Leprosy 
Relief Association）から援助や助言を得た。たと
え ば，Seventh Day Adventists に よ る 療 養 所 は
BELRA の援助によって建てられている（Peach 
19572-11-13）。WHO の目標は 2007 年と 2008 年には
達成できなかったものの，その後順調に有病率は
低下している。現在の公衆衛生上の問題は結核と




















が参考になろう。Muir（1940）は 1939 年に 9 つあ
る病者の施設のうち 6 つ（Seventh Day Adventist 
Mission に よ る Malamulo，Universitiesʼ Mission 
to Central Africa による Likwenu，Marist Fathers
による Utale，White Fathers による Mua，Church 
of Scotland Mission による Loudon，Seventh Day 
Adventist Mission による Mwami）を訪れ，それぞ
れ の概 要を描 いている。 また Iliffe（1985） は，
1962 年の時点で，キリスト教宣教団がケアに与る療
養所（11 か所）に入院患者 1307 名，政府が 1956
年にコチリラ（Kochirira）に開設した療養所（1 か所）
に同 686 名がいたと整理している。あるいは Good
（2004） は，UMCA（Universitiesʼ Mission to 
Central Africa）に焦点を合わせ，その活動をまと



























Moçambique: Vocabulário de Emakhuwa Emarevonii2-13-1），
makokho（Línguas de Moçambique: Vocabulário de 
Emakhuwa Central2-13-2），makuttula（Línguas de 
Moçambique: Vocabulário de Emakhuwa Emeetto2-13-3），
またロムウェ語で mareca（Línguas de Moçambique: 
Vocabulário de Elomwe2-13-4），チュワボ chuwabo 語
で maranya（Línguas de Moçambique: Vocabulário 
de Echuwabu2-13-5），マコンデ語で malemba（Línguas 
de Moçambique: Vocabulário de Shimakonde2-13-6），
ンダウ語で mapere（Línguas de Moçambique: Vocabulário 
de Cindau2-13-7）， ム ワ ニ 語 で magundula（Línguas 
de Moçambique: Vocabulário de Kiimwani2-13-8）という。
　さらにマクア語でハンセン病者は namareetha
（mareetha は同病）といい，「死にかけた人」とい

































という。ヘスペリアン財団の Where There Is No 
Doctor（邦訳版『医者のいないところで』）のマダ
ガスカル語版 Rehefa Tsy Misy Dokotera2-14-2 でも同













（Norwegian Missionary Society） に よ る そ れ
（Sandmo 20112-14-8），そしてマラナ（Marana）に




















































に お け る 同 難 民 の 割 合 は 増 大 し た と い う







症状は ngara あるいは lepero というようである














Namibia Biodiversity Database2-17-1 の一覧表が便利
である。これまで述べてきたことと重複するが，
その一部を引用すると，①オワンボ語のなかのン
ド ン ガ 語 で は oshilundu， ク ワ ニ ャ マ 語 で は
etakaia ないし etakaja，②ヘレロ語では omutjise 
wongana，③カバンゴ地方で話されている諸語の
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で は mbingwa や mulilo-wa-nyambe や newa-ya-
bulozi，⑤ツワナ語では lepero，⑥アフリカーンス
語では melaatsheid や lasarus や lepra，⑦コイコ










































ル ー 語 で ubulepheru， コ ー サ 語 で iqhenqa，
isilepere， ス ワ ジ 語 で bulephelo， ン デ ベ レ 語






ま た， ズ ー ル ー 語 で u(lu)-badeka，u(lu)-coko
（Br yant 19052-18-2），ubhadeka，uchoko（Illman 
20142-18-3），スワジ語で mdilikana（McCoy 20152-18-4），
ツ ォ ン ガ 語 で nhlokonho，nhlulabadahi（Junod 
19132-18-5，後者は医師より強い病気という意だと
いう）ともいうらしい。コーサ語には婉曲表現と
して umlambʼ, omkhulu という言い回し（文字通り
には great rash の意だという；khulu は大きいの意）





















フォートに移された）。1884 年に Cape of Good 
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Hope で Leprosy Repression Act が成立（施行は
1891 年）。他の共和国でも同様のハンセン病法が
成立。1914 年に連邦ハンセン病法成立（1977 年
に廃止）。19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて，ム
ジャンヤナ療養所ないしエムジャンヤナ療養所
（Mjanyana ないし Emjanyana; 1897 年開設），ウエ
ストフォート療養所（Westfort; 1898 年に開設，
当初の名称は Pretoria Leper Asylum），アマチク
ル療養所（Amatikulu; 1902 年開設），ボシャベロ
療 養 所（Botshabelo; 1914 年 開 設 ）， ボ ー フ ム
（Bochum; ルター派のベルリン宣教会の宣教師夫

















　 近 年， 歴 史 学 的 な 研 究 が 公 刊 さ れ て い る。

















WHO Regional Office for Africa（Progress towards 
































































出 血 が 止 ま ら な く な る と 考 え て い る と い う
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　 あ る い は ト ン ガ 人 は， 通 常 は 亡 骸 を 屋 敷
（homestead）内に埋葬するが，ハンセン病者，そ
して奇形を持って生まれた子どもや，自殺者につ
い て は 森 に 投 棄 し た と い う（Colson 20063-3-1）。
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　いっぽう，Chingu et al（2013）4-1-1 はマラウイ
のウタレ病者村（Utale leprosy village）に住む病


































































































Kumaresan & Maganu（1994a）2-16-1 によるボツワ








































は Corriente（2008）6-1 の gafo の 項 参 照。 な お
Corriente は，カスティリャ語には meselledad，
malatía，lacería など婉曲語が多いとしている。
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にあたり，病気の意，lacería は英語の laceration
にあたり，悲惨の意である。













呪 術 を 用 い る 術 師 に 大 別 さ れ る。 彼 ら は，
amaxwele（コーサ語で，あるいはコーサ人社会で；
以下同様），ngaka（北ソト語，ソト語），nganga（ベ
ン ダ 語 や シ ョ ナ 語 ），n’anga（ ツ オ ン ガ 語 ），
inyanga（ズールー語やツォンガ語），amagqirha
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Psychosocial Research and Health Education Research into 
Leprosy in Central and Southern Africa:
A literature review
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Abstract
In order to investigate how best to proceed with both psychosocial and health education 
research into leprosy, or Hansen’s disease, in the future, I carried out a research survey in the 
same field that have been conducted in Central and Southern Africa.
I made a proposal for the promotion of research as follows in light of this survey. That is, 
research focusing on the changes of living conditions, food restrictions, and burial practices of 




Southern Africa（南部アフリカ），Literature review（文献綜述），Psychological problems（心
理的問題），QOL（生活の質），Health education（健康教育），Gender（ジェンダー），Leprosy 
colony（コロニー），Attitude（態度），Stigma（スティグマ），Segregation（隔離），Funeral（葬り），
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